
平成19年度科学技術教育重点推進校実施報告書 

 

茨城県立古河第三高等学校 
 
研究テーマ  先端遺伝子工学技術体験講座－科学技術の社会性に目を向けて 

目   的  生物分野において，科学技術の社会性の面からアプローチする体験講座を実践し，生徒の科

学に対する興味・関心の向上を促す。 

連携研究機関 東京理科大学 

担 当 者  石川 臣紀 

 

実施内容の概要 

月 日 実施場所 実施内容 対  象 

5/11～5/28 本校生物室 生物Ⅰ選択実験授業実践。 ２年生文系１クラス，理系選択２クラ

スの計３クラス。 

6/25 東京理科大学 

神楽坂校舎 

太田研究室 

実験マニュアル及びテキストの編

集。使用機器，器具の検討。 

担当者と太田尚孝准教授 

ＴＡ６名 

6/26 東京理科大学 

野田校舎 

伊藤研究室 

実施計画の作成。プレテストの作

成。評価法の検討。 

運営委員会 

担当者と伊藤稔教授 

ＴＡ８名 

7/9 東京理科大学 

神楽坂校舎 

太田研究室 

実施器具の手配。バスの乗降場所

の安全の確保。実施会場での安全

の確保。実験手順の確認。 

担当者と太田尚孝准教授 

ＴＡ６名 

7/27 東京理科大学 

野田校舎 

伊藤研究室 

SPP最終打ち合わせ。 

講座のシミュレーション。 

実施テキストの作成。運営委員会 

担当者と伊藤稔教授，ＴＡ８名 

8/8 東京理科大学 

神楽坂校舎 

太田研究室 

SPP最終打ち合わせ。 

予備実験。事前準備。実施テキス

トの検討。実験結果の作成。 

担当者と太田尚孝准教授 

ＴＡ６名 

8/9 東京理科大学 

野田校舎 

研修センター

他 

グループワークを中心とした，科

学技術の社会性に関する体験講

座。 

担当者と伊藤稔教授，ＴＡ８名 

参加生徒35名 

（１年生15名，２年生20名） 

8/10～8/11 東京理科大学 

神楽坂校舎 

生物実験教室 

太田准教授による遺伝子工学基礎

体験講座。 

担当者と太田准教授，ＴＡ６名 

参加生徒35名 

（１年生15名，２年生20名） 

11/7 及 び

11/14 

本校 

生物実験室 

実験授業内での参加生徒のＴＡと

しての活動。 

ＤＮＡ実験講座。 

11/7 理系２クラス 

11/14 文系１クラス 

11/10 本校 

生物実験室 

学校紹介の中で DNA抽出実験体験

講座。 

中学生と保護者16名 

 

内容紹介 

8/9（木） ９：１５～ 東京理科大学 野田校舎にて 伊藤教授による 

実施内容 

① 紙の吊り橋（紙を折るなどの加工で最も横からの加重に耐えられる構造を探す） 

② グループワーク 月面着陸アポロ11号 

③ 絵画の伝承（抽象的な絵を班の代表者が見て，班に言葉で伝え，絵を再現させる） 

④ 研究者生活紹介（研究室など，実際に研究者の日常生活を見学する） 

⑤ 遺伝子実験の説明 

8/10・11（金・土） １０：００～ 東京理科大学 神楽坂校舎にて 太田准教授による 

実習内容 

① 自分のDNAを抽出し、ペンダントを作成する。 

② DNA鑑定などに利用される PCR法を使い、口に含んでうがいをした水からDNAを抽出、増幅し、ア



ルコールデヒドロゲナーゼに関する遺伝子鑑定を行う。アルコールパッチテストを同時に実施する

ことで結果の比較検証も行う。 

③ 大腸菌に形質転換・形質導入を施し、発光作用を持たせた大腸菌を作成する。 

④ 光る大腸菌からゲルによる電気泳動を用いて発光タンパク質を分離・生成する。 

11／７（水），14（水）本校実験室にて参加した生徒達が，校内における実験授業でＴＡとして活動する。 

実習内容 

① 自分のDNAを抽出し、ペンダントを作成する。 

なお，11／10（土） 本校の学校公開時に，中学生およびその保護者の中で，実験を希望した16名

に対し上記の①の実験を行った。その際には，参加した生徒が実験準備を担当した。 

 

調査結果及び評価 

インベントリー及び記述式のアンケート結果の分析から次のことがわかった。 

① 本講座で扱った「自分の DNAを視覚的にとらえること」および「人工的に大腸菌を形質転換させ，光る

大腸菌を作り出すこと」は，科学技術に対する生徒の興味・関心を向上させることに効果的である。 

② 事象に対する生徒の受け取り方には多様性が見られ，「個に応じた」対応を考慮できる環境が必要とされ

る。 

③ 本講座のプログラムは「わかりやすく，楽しい」ものであり，効果的に遺伝子実験に取り組めるもので

ある。 

 

まとめ 

2005年度から3カ年間の実践を行った中で，次の事項が明確になった。 

① SPPを長期休業中に開設をすると，参加希望者は，募集をかけた対象の母集団の20％程度である。 

② SPPの募集の呼びかけでは，紹介される教師の言動の影響が大きく，その意義を理解された教師からの

紹介は大変効果的である。一方，SPPの意義を認めないような紹介，例えば「君たちにはまだ早い」な

どの仕方，をすると，応募する生徒は皆無となる。 

③ 「科学技術の社会性の体験講座」および「遺伝子組み換え技術体験講座」は生徒の「科学技術や理科に

対する興味・関心の向上」に対して効果的である。 

④ 参加生徒4名に対して1名のＴＡが対応し，実験技術の操作法を指導する事は，参加生徒を実験リーダ

ーとして育成する上で大変効果的であり，SPP実施後の高校内での通常実験において活性化剤としての

役割を期待できる。 

⑤ 本講座のような実験講座は高校生 20名程度で実践することが最も効果的であるが，TAを増員すること

や，年度を通じて取り組める熟達したＴＡがいれば，40名程度までは効果的に実施できる。 

⑥ 遺伝子関係の最先端事業に触れることは，SPP参加の有無に関係なく，実施対象となる母集団の 30％程

度の生徒に興味・関心を抱かせることができる。 

⑦ 生徒の科学技術に対する受け止め方は千差万別である。「興味がある」「楽しい」と言葉で表現しても，

その感じ方には多様性が見られる。実験内容に対して否定的にとらえていても，「楽しい」「理解できる」

と表現する生徒もいれば，肯定的にとらえていても「まぁまぁ楽しい」「興味が少し向上した」と表現す

る生徒もいる。生徒は一人一人異なった感じ方をしているものと考えられる。その生徒の多様性に対応

できる方法の確立が望まれる。 

⑧ ３カ年を通じて行ってきた，伊藤教授の体験講座とそれに続く太田准教授の遺伝子実験講座は，多様化

する生徒の認識に対しても効果的に機能し，科学技術への興味・関心の向上に一役を担えた。 

⑨ 遺伝子判定と併用したアルコールパッチテストは，生徒にとってより身近に感じられる材料として効果

を発揮した。 

⑩ コミュニケーション能力とプレゼンテーション能力の育成は，実習を円滑に行う上で非常に効果的であ

り，その後の高校内での実験授業において TAとして活躍するための必須事項となる。両能力の育成に，

伊藤教授の体験講座は大変効果的に機能し，太田准教授の講座でのTAの働きは，その効果を相乗的に高

めた。 

⑪ 伊藤教授の提案されたインベントリー調査の結果から，参加者に対して科学技術への興味，関心の向上

が見られた。同時に，生徒の科学技術に対する認識の多様性も明らかになった。我々，理科教師は，生

徒の認識の多様性を念頭に置いて授業開発を行う必要性を再認識させられる結果を得た。 

⑫ 大学の実験施設を利用させていただけることは，充実した実験を体験できることのみならず，研究者の

日常を見学することができ，科学技術に従事している人々の社会性に触れる絶好の機会となりうる。こ

れにより，生徒が科学技術における社会性の大切さに気付くための一助となりえる。 

（茨城県立古河第三高等学校の取組は，独立行政法人科学技術振興機構が実施するサイエンス・パートナー

シップ・プロジェクトの支援も受けて実施した。） 



グループエンカウンターを取り入れた実習の指導について 

 

茨城県立古河第三高等学校 石川臣紀 

 

１ 現状と課題  学校における科学実験は２～４名のグループで実施されることが多い。生徒の

実験の様子を観察すると実験を他人任せにして，活動をしない生徒が出てしまう

場合があり，生徒同士のコミュニケーションも十分とれていないと感じる場面も

見受けられる。しかし，科学技術に従事する者は，多くの人々と意思の疎通を図

ることが必要であり，自分の仕事を他人に理解されることが重要である。 

 

２ 実施の目的  実験を行うグループに対して，事前にグループエンカウンターを取り入れたグ

ループワークを実施することにより 

① グループで話しやすくなる環境を作る。 

② 意思の疎通における言語の重要性に気付かせる。 

③ グループで議論することで，より，発展的な内容に到達できることを体験させ

る。 

④ 自分の思いを伝えるためには意思の疎通を意識した言動が求められることを

体験により学び取る。 

⑤ 自分が生活するときに，様々な人と関わっている事に認識を促す。 

⑥ 科学技術に従事する者は，多くの人々と意思の疎通を図ることが必要であり，

自分の仕事を他人に理解されることが重要であることを認識する。 

 

※ グループエンカウンターとは 

エンカウンターとは，ホンネを表現し合い，それを互いに認め合う体験のこと

である。このエンカウンターをグループで実現しようとするものを「グループエ

ンカウンター」といい，ベーシック・グループエンカウンター（非構成的グルー

プエンカウンター）と構成的グループエンカウンターという２つの手法がある。

今回は，構成的グループエンカウンターの手法を取り入れ，課題を遂行しながら，

コミュニケーション能力を高めた。 

 

３ 実際に実施したグループワーク 

（１）平成 17 年度 

① 「ネームハンティング」 初対面の人との人間関係作りの演習。共通した話題を探し出

すことで，会話のきっかけをつかむ体験をした。この活動で，会話環境を和やかにした。 

② 「私の紋章」 現在の自分を取り巻く周囲の状況や，過去の様子，人間関係などを定め

られた枠の中に，絵や言葉など自由に表現し，見つめ直す活動を行い，それを，グルー

プ内で発表し合い，話しの話題提供など，他者とのコミュニケーションの方法を学んだ。 

③ 「スペースシップ」宇宙船で事故があったと想定し，どのような物品が必要となるのか

を順位付けするロールプレイングゲームである。グループでの話し合いや討論をする上

で，個々の考えや視野を広げ，発展させる事ができる事を体験を通じて学んだ。 

④ 「やかまし村」村人達が証言している言葉が１ことずつ多くのカードに記されており，

それらの情報を元に，グループ毎に問題を解いていく情報分析型のゲームである。それ

ぞれの③を更に発展させ，活動を通じて，グループとしての意見や見解が精選されてい

くことを体験し，議論の重要性を学んだ。 

⑤ 「活動のまとめと遺伝子実験講座の説明」 グループワークの学習についてのまとめを



行った。現在の科学技術が個人の価値観や考え方を超えて，グループダイナミクスの原

理に従い，発展していることを確認して，この後に続く遺伝子実験の説明につなげた。 

 

    
①「ネームハンティング」の用紙の説明をする伊藤教授     ②「私の紋章」で色を用いて書き上げる例を示している様子 

 

    
③「スペースシップ」で活発に議論をしている様子       ④「やかまし村」での作業の様子 

 

（２）平成 18 年度 

① 「私の社会地図の作成」「わたし」を中心にそれを取り巻く環境，例えば，友人や親，学

校などを自由な線で結び，色づけをして表現していく活動である。日常生活における自

己と社会との関係について学んだ。 

② 「①のフィードバック」 ①を用いた自己理解と他者理解の促進を目指す具体的な活動

で，グループに分かれてプレゼンテーションを行った。 

③ 「ワールドカップ・リバー」様々な人物が絡み，その原因については様々な見解が発生

しうる架空の傷害事件を題材に，「誰が悪いのか」を議論することで，自分の意見が見方

を変えると違った人間の見方・考え方の多様性が生じることを体験できる教材である。

この活動により，自己と他者とのものの見方や価値観の多様性について議論を行った。 

④ 「南太平洋ポセイドン号の旅」 集団の意志決定に関する活動である。大海原での遭難

を想定した危機回避の具体的なアイディアをグループの構成委員が話し合うことにより，

集団の意志決定の優れた点や限界について考えた。 

⑤ 「活動のまとめと遺伝子実験講座の説明」 平成 17 年度と同様である。 


